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金属表面にレーザーフルーエンス、走査速度等の条件を最適にして、レーザー照射すると着色

されることが知られている。金属表面を任意の色に着色することが可能になれば、産業界での応

用の広がりが期待される。レーザーによる金属着色機構は、金属表面での酸化膜の形成や微細構

造形成であると考えられているが、酸化膜の膜厚と色度、着色金属表面状態と色度の関係などは

定量的に解明されていない。我々は、レーザーによる着色機構を解明し、制御生の可能性を検証

することを目的に研究を行っている。   

実験ではパルス幅 140fs、繰返し 1kHz、波長 800nmのフェムト秒レーザーをチタン金属板へ垂

直に照射した。チタンは研磨されており大きさ 10mm×10mm×厚さ 1mmt である（図１(a)）。チ

タンは自動ステージに取り付けられており、レーザーフルーエンス(J/cm2)と自動ステージの走査

速度(mm/s)を変化させて 2 mm×2mmのエリアに着色した。研磨したチタン板を自動ステージに

取り付け、レーザー照射中に水平、垂直方向へ走査し、2×2mm の範囲に着色した。レーザーフ

ルーエンス(J/cm
2
)と自動ステージの走査速度(mm/s)を変化させて着色実験を行った。着色された

表面の色度は、分光器を用いて表面反射率を測定し等色関数スペクトルを求め各着色面の色度座

標値を計算することにより評価した。図１(b)には緑色に着色された表面の FE-SEM観察像を示す。

表面には粒径 40nm の粒子状構造物が多く形成されていた。一方、ナノ秒レーザーで緑色に金属

着色した表面には粒子状構造がなくパルス幅により着色機構がことなっている可能性がある。表

面状態と色度の関係を明らかにするためFDTDシミュレーションを行ったので実験と対比し報告

する。本研究の一部は公益財団法人天田財団・一般研究及び科学研究費補助金基盤研究

(C)(25420728)の研究助成により行なわれた。 

      

Fig 1(a). Unirradiated surface       Fig 1(b). Surface of Green colored Ti 
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